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知っていますか病理診断・分子病理診断 

 

病理診断科医員 木内 静香 

 

病気の治療に重要なもの、と聞かれたとき何を思い浮かべるでしょうか？ 

すぐれた医療者の技術、効果的な薬剤、温かい心の支え、、、 

どれも欠かせないものですが、それらがより力を発揮するためには、“病気の正体”を突き止めることが

とても大事です。相手を知らずに飛び込むのは効率的ではありませんし、危険が伴うこともあります。“病

気の正体”を明らかにすることに特化した集団が病理診断科です。 

どうやって明らかにするかというと、胃カメラや手術などで取られた患者さんの体の一部を顕微鏡で観

察し、細胞の形や集まり方から病気の種類を絞り込みます。このように、形から病気を推定する方法が「病

理診断」の基本ですが、形だけで判断が難しい場合は、さらに小さな構造（分子や遺伝子）に色をつけるな

どの手段も駆使して、病気の正体に迫ります。これを、「分子病理診断」と呼んでいます。近年、この分子

病理診断の進歩、普及がめざましく、病気の正体を突き止める目的だけでなく、治療薬の効果を予想するた

めにも活躍しています。 

「分子標的薬」という言葉を耳にしたことはあるでしょうか。主にがんの治療に用いられ、病気の鍵とな

る分子を標的にすることで、正常な細胞はなるべく傷つけずに、がん細胞を選択的に攻撃する薬剤です。こ

の標的となる分子が、患者さんのがん細胞の中にあるかどうか、どれくらいあるのか、といったことを確認

するのも分子病理診断の役目です。これにより、治療薬の効果があらかじめ予想できることになり、当院で

も多くの診断と、それに基づいた治療が行われています。 

さらに最近では、患者さんのがんの特徴を遺伝子レベルで捉える技術も進歩し、一度に数百個の遺伝子異

常を調べる検査も登場しています（がん遺伝子パネル検査）。 

病理診断科では、歴史の長い形態診断に磨きをかけつつ、最新の分子・遺伝子診断も取り入れ、患者さん

ごとに最適な医療を提供できるよう励んでいます。 
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6 月（卯月）のこよみ 

6 月 4～10 日   歯の衛生週間 

6 月 18 日 （日）   父の日 

6 月 21 日 （水）   夏至 
 



『せん妄
もう

』について 

精神科リエゾンチーム 

▼ せん妄をご存じですか？ 

病気（体調不良）や手術、新しく治療を始めた時など、身体に何らかの負担がかかっ

た時に、急に混乱したり、辻褄の合わないことを言い出したり、幻覚が見えたり、興奮

したりすることがあります。このような「一時的な脳の働きの乱れ」を医学用語で『せ

ん妄』と呼びます。イメージとしては「寝ぼけた状態」が近いでしょう。認知症と間違

われることもありますが、多くは一過性で、体調の回復とともに改善が期待できます。 

 

▼ せん妄の特徴 

入院患者さんの 10〜30％にみられ、年齢とともに割合が増加します。高齢者や認知

症を合併している方に生じやすく、75 歳以上の高齢者では手術後のせん妄が 50％を

超えると報告されています。 

ボーッとしたり、急に辻褄の合わない話をしたり、昼夜の

リズムが乱れたり、夕方から落ち着かなくなったり、幻覚が

見えたり、時間や場所が分からなくなったりします。興奮し

て安静に過ごせず、手術後でも歩き出したり、点滴チューブ

を抜いてしまったり、転倒してしまうなど安全を保てないこ

とがあります。 

 

▼ せん妄への対処 

原因となっている病気の治療や薬の調整を行うとともに、昼夜のリズムが整うよう生

活上の工夫やケアも大切となります。具体的には、日中はカーテンを開けて部屋を明る

くし、できるだけ目を覚ました状態が維持できるよう、会話や活動をうながします。混

乱を防ぐために、日時がわかるもの（時計やカレンダーなど）を目に入る場所に置いて

おくと良いでしょう。眼鏡や補聴器も大切です。使い慣れたもの、普段から身の回りに

あるものもあると安心につながります。新聞やラジオなど普段の生活習慣も継続しまし

ょう。 

必要に応じて、せん妄の改善や予防に効果のある薬を用いることもあります。一部の

薬、特に睡眠薬（睡眠導入剤も含む）は悪影響を及ぼしやすいため、減量や中止、変更

する場合もあります（新しいタイプの睡眠薬は比較的安全です）。 

 

  当院では、せん妄リスクの高い患者さんに対して各病棟で必要なケアの提供を行って

おり、精神科リエゾンチームも適宜介入し、せん妄の予防・治療に取り組んでいます 


